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1 説明会の概要 

1.1 事業者の名称、事務所の所在地及び代表者の氏名 

事業者の名称：三田市 

事業者の住所：兵庫県三田市三輪 2丁目 1番 1号 

代表者の氏名：三田市長 田村克也 

 

1.2 対象事業の名称 

三田市民病院と済生会兵庫県病院の再編統合による新病院整備事業 

 

1.3 説明会の開催概要 

（1）説明会日程等の概要 

【日程】 

第１回：令和７年 5月 14日（水）19 時～20 時 00 分 

第２回：令和７年 5月 18日（日）11 時～12 時 10 分 

 

【会場名】 

第１回：北神区文化センター 多目的ホール 

第２回：三田市まちづくり協働センター 多目的ホール 

 

【会場の所在地】 

第１回：神戸市北区藤原台中町 1-3-1 

第２回：三田市駅前町 2番 1号三田駅前一番館（キッピーモール）6階 

【会場の収容人員（参加者数）】 

第１回：200 名程度（11名） 

第２回：270 名程度（12名） 

 

（2）説明会資料配布日程・配布数 

説明会資料は、説明会会場にて来場者に配布した。 

配布部数は次のとおりである。 

・第 1回：11部 

・第 2回：12部 

 

（3）周知の方法 

神戸市広報誌 KOBE（北区版）の令和 7 年 5 月号に、事前配慮書説明会の開催案内を掲載

し、周知した（資料１参照）。 

また、三田市南ヶ丘 2丁目には、説明会の開催案内のチラシをポスティングした （資料２

参照）。 
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2 説明会の実施結果 

2.1 説明の内容 

説明会資料「環境影響評価事前配慮書のあらまし」（資料３参照）の配布に加えて、スラ

イドを使用しながら説明した。なお、縦覧中の環境影響評価事前配慮書 3部を、会場にて閲

覧できるように閲覧コーナーを設置した。 

 

2.2 質疑応答の内容 

環境影響評価事前配慮書について説明した後で、事業計画及び環境影響評価の内容につい

て質問を受け付け、その都度質疑応答を行った。 

その際の質疑応答の内容は、表 1-1～表 1-2、及び表 2-1～2-4 に示すとおりである。 

 

（1）第１回：北神区文化センター 

表 1-1 質疑応答の内容（1/2） 

質疑 回答 

(1)造成に使用する土は、極力持ち出さない、持ち

込まない、ということで良いか。 

今後の設計により地盤高が決まるため現時点で

は決まっていないが、できるだけ敷地内で収める

ように考えたい。やむを得ず処分ないし土の持ち

込みが生じる場合には、最小限にとどめるように

努めてまいりたい。 

(2)環境影響評価の手続きについて、より詳細な内

容の説明会等は予定されているのか。 

今回の事前配慮書は計画が具体化する前に環境

影響を抑えるための検討を行うものである。今後、

第 2 類事業の判定手続きを行うが、事業特性や周

辺の環境特性等を踏まえて、影響が少ないと神戸

市が判断された場合には第 2 類事業として事後調

査に移行する。なお、通常の環境影響評価手続きが

必要となった場合には、各段階にて、「神戸市環境

影響評価等の条例」に則り、説明会の開催等の手続

きを進めることになる。 

(3)市道宅原線を拡幅するとのことだが、拡幅はど

こまで行うのか。 

今後の開発協議によることになるが、病院事業

で必要な範囲は拡幅を予定している。 

(4)豪雨などの災害に備え、造成・工事時の沈砂池 

の整備はどのように考えているのか。 

仮設沈砂池については、事業者として、安全に、

且つ近隣環境への影響に配慮しながら整備しなけ

ればならないと考えている。 

(5)下水道との接続がどのように行うのか。 現在、事業実施区域は、市街化調整区域であり、

公共下水道は接続されていないが、今後、公共下水

道に接続していただくために下水道区域への編入

に向け関係機関と協議を進めている。 
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 表 1-2 質疑応答の内容（2/2） 

質疑 回答 

(6)農業用水路について、どのように配慮するの

か。 

事業実施区域の地下を通るパイプラインについ

ては、現状の把握を行い、営農に支障が生じない

ように付け替え工事を行う予定である。 

(7)事業実施区域内に高低差が生じると通院時に

使いにくいものになるが、どの程度か。 

高低差については、まだ決まっておらず、病院

棟の位置も含めて、今後の設計において決定する。 

(8)埋蔵文化財による影響により、工事が止まるこ

とはあるのか。 

 

事業実施区域の北側は埋蔵文化財包蔵地とされ

ており、今後、試掘調査を行うように調整を進め

ている。試掘調査の結果、本発掘調査が必要にな

るのか否か、その後の対応を兵庫県・神戸市の文

化財担当部局と調整していく。 

(9)動物や植物への影響も決して小さくはないと

いうことだが、その辺りの対策についてどう考え

ているのか？ 

 事業実施区域内には自然地もあり、一定の影響

はあるが、現時点において希少種がいるなどの懸

念されるような状況は見られていない。その状況

も含めて、今後、神戸市の環境影響評価審査会の

ご意見を踏まえて対応していくことになる。 
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（2）第２回：三田市まちづくり協働センター 

 表 2-1 質疑応答の内容（1/3） 

質疑 回答 

(1)病院の進入路については、新たに市道宅原線を

整備して、そこから進入する計画とのことだが、市

道宅原線は 176 号線までの道路全体で整備が必要

であると思うが、市道宅原線の整備についてどの

ように考えているのか。 

宅原線については、交通の負荷が一定量かかっ

てくると考えており、どのような拡幅が必要なの

かは、今後、関係機関と協議を進めていく中で決ま

ってくるものと考える。 

 また、病院への進入路についても、現時点の計画

としては、宅原線からの乗り入れを予定している

が、他にも設置することになるのかは、今後、関係

機関と協議を行い、調整・整備していく。 

(2)南側の山林について、残すのであれば買収する

必要は無いのではないか。また、この山林は三田市

が管理するのか。 

残置する南側の山林部分は、開発行為にあたっ

て森林法の規定により、残置する基準が定められ

ており、一定の面積を残さなければならないこと

になっている。 

また、この山林は三田市の事業用地として取得

することになるため、将来的に三田市で管理する

必要がある。 

(3)PET-CT を導入すると、放射性物質により土地が

汚染されることになるが、周囲の農業者の同意は

得ているのか。 

PET-CT の整備予定は無く、放射性物質による汚

染の心配もありません。 

(4)埋蔵文化財は、現時点でまだ確認できていない

のか。 

事業実施区域の北側は埋蔵文化財包蔵地とされ

ており、今後、試掘調査を行うように調整を進めて

いる。試掘調査の結果、本発掘調査が必要になるの

か否か、その後の対応を兵庫県・神戸市の文化財担

当部局と調整していく。 

(5) 事業実施区域内の農地は、農業用水のパイプ

ラインがあるという話を聞いているが、確認をし

ているのか、また、影響への配慮はどうか。 

事業実施区域の地下を通るパイプラインについ

ては、現状の把握を行い、営農に支障が生じないよ

うに付け替え工事を行う予定である。 

(6)大規模な開発であるため、十分な容量の調整地

の確保が必要と考えるがいかがか。 

調整池は必要と考えている。その規模は、今後、

関係機関と協議し、豪雨にも対応できるような十

分な容量を確保できるように対応していく。 

(7)事業実施区域の計画地盤高の高低差はどのく

らいあるのか。 

高低差については、まだ決まっておらず、病院棟

の位置も含めて、今後の設計において決定する。 

(8)事業実施区域の東側の通路は、事業実施区域の

敷地外であるが、拡幅する計画はあるのか。 

 また、東側の道路には水路が、鹿の子台側まであ

るが、この水路に対する影響はどうなっているの

か。 

ご指摘の管理用道路と水路は、事業実施区域の

敷地外になるが、本事業を行う中で、今後この通路

の拡幅が必要かどうかを含めて、関係機関と協議

を行っていく。 
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表 2-2 質疑応答の内容（2/3） 

質疑 回答 

(9)仮設沈砂池の水の放流先は鹿の子川というこ

とでいいのか。 

仮設沈砂池の水の放流先は、事業実施区域に一

番近接している鹿の子川になると思うが、この辺

りの計画についても、神戸市の開発部局との協議

の中で、地元の方への説明を踏まえながら、検討

していきたいと考えている。 

(10)事業実施区域を含む地域は市街化調整区域で

あるため、公共下水道がないが、どこにつなげよ

うとしているのか？ 

 

現在、事業実施区域は、市街化地調整区域であ

り、公共下水道は接続されていませんが、今後、

公共下水道に接続していただくために下水道区域

への編入に向け関係機関と協議を進めている。 

また、本管が近くに通っているが、接続箇所に

ついても協議により決定する。 

(11)説明会の開催について、神戸市環境影響評価

技術指針に記載のように、参加者の理解を深めら

れるように質疑応答に十分な時間を取ってほし

い。 

ご意見につきましては、今回の説明会だけでは

なく、あらましの最後のページに記載された期間

で、受付をしているので、多様なご意見をいただ

ければと思う。 

(12)神戸市環境影響評価技術指針では、工事計画

において工法を書くように記載されているが、今

回の工事計画では、一般的な内容しか書かれてい

ないがいかがか。 

工事計画の記載は、あくまで現時点のものであ

り、十分なものではない。いただいたご意見をで

きる限り踏まえて、工事計画を立てていきたいと

考えている。 

(13)事業実施区域は、人と自然との共生ゾーンで

あることから、第 2 類の判定手続きを行わず、全

ての環境影響評価手続きをしてほしい。 

事業実施区域及びその周辺地域は、神戸市の条

例に基づく「人と自然の共生ゾーン」であること

も理解しており、三田市と神戸市で協議をさせて

いただく中で、地元のご理解も得ながら、選定し

ている。なお、手続きについては、制度を所管す

る神戸市の関係部局とも協議・調整のうえ進めて

いる。 

(14)事業実施区域の土地所有者の、事業に対する

意見はどうなっているか？ 

事業実施区域の地権者の方からは、本事業に対

してご協力していただけるという声をいただいて

いる。 

隣接農地の方も含めて、できるだけ周辺地域へ

の影響がないよう配慮し、営農が続けられるよう、

地域のみなさまの声を聞きながら、事業を進めさ

せていただきたいと考えている。 

(15)意見に対する回答は示されるのか。 環境影響評価の手続きでは、頂いた意見につい

ては、神戸市に提出し、環境影響評価審査会に諮

ることになる。環境影響評価審査会で審議され、

有識者からのご意見を踏まえて、どういった対応

が必要となるのか、事業者に示されることになる。 
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 表 2-3 質疑応答の内容（3/3） 

質疑 回答 

(16)環境影響評価の住民説明会について、三田市

では広報などで周知はされたのか？ 

神戸市環境影響評価等に係る条例に則り、神戸

市より、説明会の周知の範囲について指示を受け、

三田市では一部地域について周知を行っている。

そのため、三田市全域が周知の範囲にはなってい

ない。 
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【添付資料】 

・資料 1 説明会広報資料（神戸市広報誌 令和 7年 5月号） 
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・資料 2 配布資料：三田市ポスティング資料 
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・資料 3 配布資料：事前配慮書のあらまし（説明資料） 
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